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■第56回　日本美術教育研究発表会2022　実施案内■
� 日本美術教育連合理事・研究局運営委員長　結　城　孝　雄　

□開催日時：令和４（2022）年10月16日（日）�９：00－15：00
□会　　場：オンライン　ZOOM　各設定Room内
□参加費等：参加費500円（概要集代として）事前申込みは必要、会員以外の方でも参加できます。
　　　　　　『日本美術教育研究発表会2022�概要集』をオンラインで配付します。
□主　　催：公益社団法人　日本美術教育連合
□後　　援：文化庁

発表者の皆様へ
事前のテストRoom開設
□事前の試験実施：令和４（2022）年月９日（日）10：00−11：00
　各Room設定者（研究局　Ａ−山田・Ｂ−小林・Ｃ−畑山・Ｄ−結城・Ｅ−岩崎）が設定したRoom
にて
　発表者ごとに各10分以内
◆音声テスト・プレゼンテーションテスト・通信量確認・カメラテストの実施
◆配布資料があれば　配布テスト
◆もし、日程が合わない場合は、発表者の別途対応いたします。
◆発表者には　設定者からメールにて　Accessコードの連絡を差し上げます。
◆�研究発表会当日、発表中にアクシデントが起き中断しましたら、予備室を用意しておりますので、
再発表が可能です。主催者側と協議の上、スケジュールを決定します。

◆研究発表会当日、投稿論文（12：20−12：50）についての説明会があります。必ず、ご参加ください。

参加者・発表者の皆様へ
◆研究発表会　参加予約
　９月３日からPeatixにて　予約開始　先着順200名　オンライン決済　参加費　500円　領収書の有
　予約の際に　参加者・発表者皆様には、下記の信義則実行の内容を確認していただき、ご了承の上、
ご参加ください。

セキュリティーの確保
　▪�アクセス情報を他者に知らせない・発表者の発表データを無断流出しない・参加者の肖像を無断流出

させない。
参加者の信義則実行の原則
　▪Accessコードを他者に知らせない。
　▪研究発表の発表資料を無断で画面から記録しない（発表者が許可する場合はこの限りではない）。
　▪参加者の肖像を記録しない。
　▪発表進行への協力。
発表者の著作権・肖像権の順守
　▪発表者は、著作権を順守し、肖像権を尊重した発表を実施すること。
　▪�そのために使用する画像、データ等、著作権・肖像権に抵触しないことを必ず事前に確認すること。
　参加に際しては、これを承認されたものといたします。

　▪参加者の皆様には、当日までにメールにて、各部屋のAccessコードをお知らせします。
　▪開会式はＤ会場にて９：00より開会しますので、ご参加ください。
　▪発表に際して、各会場に入室されましたら、チャットにお名前・所属、一言をお書きください。
　▪発表中のチャットによるご質問は、随時ご記入ください。
　▪各会場では、マイク・ビデオカメラをOFF（ミュート）の設定をしております。

研究局より
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9：00
9：15
移動
9：30

開会式　Ｄ会場

Ａ会場（理論等）山田 Ｂ会場（実践小）小林 Ｃ会場（実践中・大）畑山 Ｄ会場（特支／幼）結城 Ｅ会場（海外／実践高）岩崎

９：30

９：55

Ａ－１
戦後の美術科教科書にお
ける掲載作品の研究（23）
－美術科教科書1956 ～
2021年度1学年「見て表
す」学習に関する考察－

元�宇都宮大学
山口　喜雄

Ｂ－１
造形活動におけるファシ
リテーションの場の考察

東京家政大学
宮田みな美

Ｃ－１
中学校美術における概念
教育と粘土を扱った授業

実践

東京学芸大学教職大学院
教育実践専門職高度化専

攻
小島菜緒子

Ｄ－１
造形表現と

図画工作科の接続

いわき短期大学
松井　素子

Ｅ－１
チェコの高等学校におけ
る「kanji」創作の美術授
業についての考察

－漢字の異文化を媒介す
る側面と造形的側面に着

目して－

金沢学院大学
家﨑　　萌

10：10

10：35

Ａ－2
絵画制作を起点とした探
求学習との融合

－表現型探求プロジェク
トの開発と実践－

奈良市立一条高等学校
佐藤　　隼

Ｂ－２
カリキュラムを見直す教

師の視点
－図画工作科における題
材別アンケートの分析か

ら－

立川市立新生小学校
宮﨑　恒平

Ｃ－２
性を構成する要素である
性表現に注目した美術科
の授業実践の成果と課題

足利短期大学
茂木　克浩

Ｄ－２
幼児表現活動における
「工芸の学習プログラム」

の開発と実践
－伝統技法の体験学習
「箸をつくる」の研究－

小田原短期大学
久保寺賀子

Ｅ－２
JICA海外協力隊の活動の

検証と一考察

東京造形大学大学院
石田　恒平

10：35
10：55 休憩（20分）

10：55

11：20

Ａ－３
造形活動における快情動
と触覚についての
事例研究

東京学芸大学附属
小金井小学校
守屋　　建

Ｂ－３　モジュール発表
小学校における芸術統合
型学習の実践的考察

－フレスコ画の実践を通
して－

大分大学
藤井　康子
大分大学
西口　宏泰

臼杵市立佐志生小学校
永松　芳恵

Ｃ－３
造形活動の教材づくりに
おける学生の学び

－自然材を用いた模擬保
育の質的分析から－

中部学院大学短期大学部
小室　明久
東京学芸大学
竹　　美咲

Ｄ－３
保育施設４・５歳児学級の
幼児が描く発熱する自分

社会福祉法人橘会
御南まんまるこども園

横田　咲樹
岡山大学大学院
髙橋　敏之

Ｅ－３
東山魁夷の『道』とホッ
ベマの『ミッテルハルニ
スの並木道』の比較鑑賞

福島県立須賀川創英館
高等学校
西丸　純子

11：35

12：00

Ａ－４
美術科教育における探究
活動と思考ツールの事例

元　東京学芸大学
山田　一美

Ｃ－４
造形実験2021

－緊張感を考える－

埼玉大学教育学部
附属中学校
小西　悟士

Ｄ－４
保育園に設置したカメラ
とディスプレイを用いた

遊具について

山形大学
具志堅裕介

Ｅ－４
表現の主題を探究する主
観的ドローイングの実践

筑波大学
附属駒場中・高等学校

川人　　武
12：00
13：30

論文投稿者説明会
12：20－12：50 昼食（12：00－13：30）

13：30

13：55

Ａ－５
「対話的な場」の形成に

関する一考察
－事象のフローにおける
媒体性を視点として－

熊本大学
赤木　恭子

Ｂ－５　モジュール発表
小学校スタートカリキュ
ラムにおける遊びの要素
を活かした造形活動の実

践と考察

鶴見大学短期大学部
鮫島　良一

Ｃ－５
中学校美術〔共通事項〕を
実感的に身に付けるため
の共通領域「造形実験」

について
－小学校「造形遊び」を

踏まえて－

東京都小笠原村立母島
中学校
大黒　洋平

造形実験の理論
－造形実験が生まれるま

で－
武蔵野美術大学
三澤　一実

Ｄ－５
視覚障害のためのインク
ルーシブアート教材開
発：アルチンボルドの絵
画を「みたて」る鑑賞／

表現題材

跡見学園女子大学
茂木　一司

長岡造形大学大学院
竹丸　草子
九州大学大学院
梶原　千恵

星美学園短期大学
大内　　進

跡見学園女子大学
高橋　　杏

Ｅ－５
高等学校美術科における
彫刻題材「石膏でつくる
オノマトペ」の実践
－造形的な見方・考え方
と相互理解について－

東京学芸大学
横田　浩子

14：10

14：35

Ａ－６
鑑賞活動を通して育成さ
れる創造的な技能に関す

る研究

東京学芸大学教職大学院
西村　德行

Ｄ－６
予備室

Ｅ－６
予備室

14：45 閉会式　Ｄ会場
15：00 閉会

■第56回日本美術教育研究発表会2022　発表スケジュール　令和4年（2022）10月16日（日）■
会場：ZOOM会議上　主催　公益社団法人　日本美術教育連合　後援　文化庁
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■第56号　日本美術教育研究論集　2023■
【投稿及び掲載要項】

� 研究論集編集委員長　立　川　泰　史　

� 投　稿　要　項

□投稿ならびに� 第56回日本美術教育研究発表会の発表者は『日本美術教育研究論集第56号』に投稿できます。
　掲載の条件：� 投稿論文の研究論集への掲載は、次の⑴～（７）の条件を全て満たしたものに限ります。
� ⑴投稿原稿の題目ならびに内容が、研究発表会における発表内容と同じであること。
� ⑵投稿原稿の内容が、未発表かつオリジナルなものであること。
� ⑶投稿原稿の内容が、投稿された各群の内容として適合していること。
� 　Ⅰ群（理論・実践研究論文）…理論的・実践的な実証に基づいた独創的な知見を含む論文。
� 　Ⅱ群（実践研究報告等）…さまざまな教育現場におけるすぐれた実践を報告するもの。
� 　Ⅲ群（研究ノート）…将来の研究につながる問題の提起ならびに先行研究や事例の紹介。
� ⑷投稿原稿において、投稿規程にある書式、分量等が守られていること。
� ⑸掲載料を期日（2022年11月４日）までに納入していること。
� ⑹�作品の図版や写真・VIDEO映像等の著作物を利用する場合及び写真等の肖像権は、必ず

投稿者が事前に著作権者・出版社・所有権者・本人もしくは保護者等の許諾を得ること。
� 　引用文献は、脚注等に「著者・著書名・発行所・出版年・頁」の順で出典を明記すること。
� ⑺研究論集編集委員会による総合審査において、投稿原稿の掲載が妥当と判断されること。

□論文査読：� �Ⅰ群（理論・実践研究論文）・Ⅱ群（実践研究報告等）・Ⅲ群（研究ノート）ともに複数の査
読委員が査読を行い、編集委員会での審議を経て投稿原稿掲載の可否を決定します。掲載が
決定した論文は、各主査がまとめて論評し、各論評を研究論集の〈論評の部〉に掲載します。

□原稿書式：� �Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群ともに、本文/図版（写真・表・図等）及び、Ⅰ群のみ必須の「英文サマリー」
を含め、下記の書式と文字数を守って下さい。

� １頁分の基本書式は、Ａ４横組２段組　23字×44行×２段組＝2024字です。
� �題目（副題）、所属、氏名は、第１頁の１行目から２段取り（１段組に統合）で記載し、題

目の英語表記・所属・氏名のローマ字表記も含めます。本文は10行目から２段組で書き始め
ます。

� 共通の項立て・見出しを用い、以下の番号と見出し語のみとします。
� 大項目　１．２．３．［全角数字］…、中項目　⑴⑵⑶…、小項目　①②③…。

□掲 載 料：� �Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群ともに掲載料は、一般（給与を得ている内地留学生等を含む）15,000円、院生・
学生8,000円です。

� �８頁（Ⅲ群のみ６頁も可）を原則とし２頁増ごとに6,000円を加算し（奇数頁の場合も余白
頁を含めて２頁増として計算）、10頁では一般21,000円、院生・学生14,000円です。

� 頁の上限は12頁で、一般27,000円、院生・学生20,000円です。
� カラーページは１頁につき12,500円を加算します。
� 抜き刷り（一律50部）は、８頁モノクロで7,000円です。２頁増ごとに2,000円を加算します。
� （抜き刷りのカラーページは、１頁ごとに2,000円を加算します。）
� �掲載料は下記口座に納入し、送金証明書（利用明細書のコピー等）を投稿論文に同封して下さい。
� 　　口座記号番号：００１７０- １- ８６０３６（右寄せで記入）　郵便振込です。
� 　　加入者名　　：公益社団法人日本美術教育連合
� 　　ご依頼人　　：〒郵便番号・住所・氏名・電話番号・所属機関
� 　　通信欄　　　：例）掲載料15,000円（一般、８頁）＋増頁分6,000円（２頁増の場合）＝21,000円（計10頁）
� 　　　　　　　　　「抜き刷り」を希望の場合は、その旨明記し、必要な金額を加算してください。
� ※�査読の結果、掲載に至らない場合は、納入した掲載料の内5,000円（院生・学生3，000円）を引いた金

額を返金します。

� 〈投稿原稿〉11／４（金）消印有効　レターパック・プラス（赤）

□投稿〆切：� 令和４（2022）年11月４日（金）消印有効。Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群とも次の①～③をご提出ください。
� ①原稿（正１部と副３部、合計４部）、②投稿エントリーシート、
� ③送金証明書（エントリーシートに貼付）
� 投稿原稿は、完全原稿とし、締め切り期日以降の差し替え・変更は認めません。
� ただし、研究論集編集委員会が修正を求めるときは、この限りではありません。
� 発行日は、令和５（2023）年３月31日を予定しています。
□送 付 先：� 〒173−8602　東京都板橋区加賀1-18-1　
� 東京家政大学　家政学部　児童教育学科　結城孝雄　宛
□詳細連絡：� 研究発表会当日に詳細を連絡します。口頭発表者は時程と場所を二次案内で確認して下さい。
□問 合 先：� �研究論集編集委員会　研究論集編集委員長　立川泰史：042-782-9811（代）
� tachikawa@kasei-gakuin.ac.jp�（東京家政学院大学）
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